日本情報経営学会誌特集論文の募集について

　日本情報経営学会では、学会誌の特集論文を以下の要領で募集いたします。奮ってご応募下さい。

特集テーマ；「リガーVSレリバンスを超えて：情報経営学の研究プログラム」
　学術的な厳密性（リガー）か、それとも実務的な適合性（レリバンス）か。この問題は、情報経営学のみならず、実学を標榜する経営学徒であれば必ず直面する課題であろう。昨年、神戸大学で開催された日本情報経営学会第62回全国大会の統一論題「リガーVS.レリバンス：そのはざまで揺れ動く情報経営研究」として活発な議論がなされたことは記憶にも新しいが、その後、日本経営学会第85回大会においても「現代経営学の存在理由と方向性」として同様の議論が行われた。

　この古くからある課題に、新たな議論を引き起こすことになった一つの契機が、1999年のMIS Quarterly(Vol.23,No.1)で特集された「リガーVSレリバンス」であった。一般的には二律背反的に捉えられがちな「リガーVSレリバンス」であるが、この特集号では情報経営学がアカデミックな領域へと成長し、通常科学化するにつれて、実務的なレリバンスを失ってしまったことに対する警鐘であった。特集号のエディターである、Applegate and Kingによるショートケース「Marilyn Moore氏のキャリア」にビビットに描かれたように、ジャーナル投稿への掲載には通常科学としての厳密性を担保せんとするあまり、現実的な問題関心をもとに研究の道を志した実務経験者のMooreでさえ問題領域を限定せざるを得ず（そういう研究指導を受け）、しかし、そうして作成された論文をジャーナルに投稿した際にレリバンスに欠けるという理由でリジェクトされてしまうのである。これが、実学を標榜しながら通常科学へと発展した情報経営学の現状なのである。
それゆえ特集号は、次のような問題提起に始まっていた。①情報システム研究は、今日の情報システムの専門家たちが日々の仕事で適用できる知識を生み出しているのか、②それは、情報システムの専門家たちに関心のある問題や課題を論じているのか、③それは現在の技術上、ビジネス上の問題に焦点を当てているのか、④情報システム研究の論文は、専門家たちにとって理解でき、読みやすいものになっているのか。
　だが、この問題提起への反応は、論者によって実に様々であった。それは、レリバントな研究のあり方をリガーに検討することの難しさを暗示するものであった。特集号のなかで中心的な問題提起を行ったBenbasat and Zmudは、一方で実務的にレリバントな研究課題の設定の重要性を指摘しつつ、他方で研究成果が実務世界で利用されるためには、体系化された方法による研究蓄積が必要であると指摘し、実証主義的研究の必要性を提案した。Markus and Davenportは、Benbasat and Zumdに同意しつつ、レリバントな研究課題の設定のためには、研究者にもコンサルタントのような目利き能力が必要になると指摘する。Lyytinenは、レリバントを考えれば、社会科学が有する批判性や教育的役割を考慮に入れざるを得ないと反論する。これら個別の反応に対し、Leeは、実証主義や批判性であろうが通常科学化したIS研究に見られる経験的研究への偏重こそ問題の根源をなし、人工物である情報システムに対する科学を、医学、法律学、工学、建築学といった専門家の実践に基づいて新たな研究プログラムとして探求すべきと主張する。
　本特集号の目的は、上述のMIS Quarterlyの特集号や第62回全国大会の議論を引き受けつつ、情報経営研究の存立基盤となる研究プログラムを求めて更なる議論を深めることにある。「リガーVSレリバンス」特集号、その後に行われた議論の包括的レビューや、わが国の情報経営学に見られる固有の問題について幅広い議論が必要になろう。また、情報経営学のみならず、経営学全般で議論されている「リガーVSレリバンス」との比較も歓迎したい。そして、人工物としての情報システムに対する理論的考察、さらには処方的な含意を求める行動科学の方法論的考察など、研究プログラムに踏み込んだ検討も必要であろう。もちろん、理論や方法論に関する思弁的な議論だけではなく、今日の我が国においてレリバントな研究課題を問うことも必要であろう。広く学会員の叡智を募りたい。
応募締切：2012年6月末日

　　原稿締切：2012年9月末日
＊特集論文応募にあたっては、下記のフォーマットに必要事項を記入の上、メールにてご応募下さい。

　（応募・問い合わせ先）
　〒657-8501神戸市灘区六甲台町2-1　神戸大学大学院経営学研究科
　　　　　　　　　　　　　松嶋　登
　　　　　　　　　　　　　E-Mail；nobo@kobe-u.ac.jp
　＊３月の理事会において、特集論文の投稿論文はすべて査読することが決定しました。一般投稿と同様の手続きで査読を行い、査読付き論文として掲載されます。
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